第５学年　家庭科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　薦田　由美子

１　題材名　小単元「ヘルシー！おいしー！ゆで野菜サラダとオリジナルドレッシングにチャレンジ！」
２　指導観
　これからの社会を生きる子どもたちに求められている「生きる力」を育成するために，家庭科学習では，「自分の生活を見つめ，自ら学び，考え解決していく力」と「自分と家庭や地域の人々との豊かな人間関係を形成していく力」という「自立」と「共生」の基礎づくりを進めてきている。児童が主体的に考え，学ぶためには，課題を自分のものとしてとらえることが大切である。今まで何気なく過ごしてきた家庭生活を形成する様々な要素や事柄，家族の思いを見つめ，そこから課題を見つけ，参加していこうとする態度を身につけさせることによって，家族との関わりも深まっていくことと考える。
　この題材では，家庭や給食で培ったおいしいサラダの感覚を意識させ，野菜を食べるということが、体の調子を整える大事な働きをしていることを再認識させたい。また，おいしく多くの野菜を摂取するために「ゆで野菜」が有効な方法の一つであることも知らせていきたい。そこで，本題材では，実験実習を通して基本的な知識を身につける「発見活動」と，課題を解決するための基礎的な技能を身につける「納得活動」を設定し，「ゆで野菜のサラダ」を家庭実践につないでいく自信を身につけてほしい。

	　
本学級の子どもたちは，これまでにコンロを使ってお湯を沸かしたり，包丁を使って果物を切ったりして家族での団らんを整えることを学んだ。その中で，用具・器具の安全な使い方を理解し，学んだことを家庭実践することにより家族に喜んでもらう経験もしている。調理のアンケートでは，実習が「大好き」「好き」が９７％をしめているが，コンロや包丁を使った手伝いをよくすることについては３４％と加熱調理には慣れていない子がまだまだ多い。やってみたいという関心は強いが，経験が少ないため，野菜を加熱調理する良さを理解するまでには至っていない。野菜によってちがう加熱時間や切り方など基礎的な知識と技能を身につけさせ，さらにオリジナルドレッシングにチャレンジすることにより調理の楽しさを知り，家庭生活においても実践していこうとする態度を身につけさせていきたい。



	　

　本題材は，日常よく使用される野菜を用い，ゆでて調理することを通して，基礎的知識を習得し，自分の食生活に活用していけることをねらいとしている。具体的には，①食事を作る楽しさや食べる喜びを味わい，自分の食生活に関心を持ち，主体的に食生活を営んでいくこと，②「ゆで野菜」における手順や野菜に応じた加熱のしかたや調味を工夫すること，③「ゆで野菜」の調理の基礎的技能を身につけること，④一人分の分量や野菜に応じたゆで時間や切り方，調理の手順が分かること，が学習内容である。「ゆで野菜」の基礎基本を身につけることで，自分の生活の中から課題を決め，解決していこうとする素地を養うことができると考える。

	つかむ・見通す段階における【発見活動】
野菜を加熱することの良さを実感し，ゆで野菜の手順を科学的な見方に立った実験実習を通して理解させる。

①かさが減り，色が鮮やかになり野菜の甘みも増すことを示す示範実験。

②食材にあった切り方，ゆでる順序を工夫比較実験実習。

【発見活動】で身につけた知識をもとに自分の課題を持つ。

	追求し解決する段階の【納得活動】
自分の課題を解決するために調理実習を行う。

・野菜の種類に応じた切り方とゆで時間

・家族の嗜好にあった調味

	
○日常の食生活や「ゆで野菜」の調理に関心を持ち，家族の健康な食事作りに積極的に関わっていこうとすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲）
○「ゆでる」調理の手順や，課題にあった調理の仕方を工夫する。　　　　　　　　　　（創意工夫）
○調理実習の進め方や，安全で衛生的な調理の仕方の基本が分かり，「ゆでる」調理ができる。（技能）

○野菜をゆでることの良さや手順を理解している。　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）


３　指導計画（全５時間）
	段階
	配時
	学習活動と主な学習活動
	○教師の支援　※留意点
	評価規準

	事前
	
	※調理についてのアンケートをとる。
	※家庭での加熱調理の有無や家庭科学習への意欲等の項目を調査しておく。
	

	つかむ・見通す
	発見活動―１　①
	１　ゆで野菜サラダの調理の仕方について学習することを確かめ，学習計画を立てる。【発見活動―１】

(1) 野菜の栄養や１日に必要な摂取量について調べる。
○　野菜が体の調子を整え，摂取した栄養を十分に取り込むための働きをしていること

(2) ゆで野菜の特徴について示範実験を見て話し合う。
○　生野菜と比較したかさ，色艶，味の変化


	○　１日に必要な摂取量を視覚でとらえさせるため，３５０ｇのかさをを提示する。

※　野菜には緑黄色野菜と淡色野菜があり両方のバランス良くとることが大切であることをおさえる。
○【発見活動―１】は，ゆでることによってかさが減ること，色艶や味が変化することを示す実験（示範実験）を設定する。

○　実際に生とゆでたもののちがいを実感させるためにスケッチ，観察試食をさせる。（ｷｬﾍﾞﾂを使って）

○　いろいろなドレッシングを提示し実習時の参考とする。


	野菜をゆでることによってかさや味が変化し，野菜のとり方として良い方法であることを理解している。（知識・理解）〔学習プリント〕

	
	課外
	※わが家にあったゆで野菜のサラダに関する情報を収集する。

○家族の嗜好やわが家の工夫について知る。
	○　わが家の工夫に気付かせるために家族への聞き取りや調理の観察を行う。
	

	つかむ・見通す
	発見活動―２　②
	(3) 情報収集したことを交流し，実験実習を行う。【発見活動-2】
○　野菜に合った切り方

○　ゆで時間(１分・５分の比較)
○　効率的なゆで方
	○　安全面としてコンロの立ち位置にビニールテープを貼る。

○　根菜類と葉物野菜を使って実験しゆで方の２つのパターンを知らせる。（灰汁の出る野菜や芋類は使わない）
	野菜によってふさわしい切り方やゆで時間があることに気付いている。(知識・理解)[ﾌﾟﾘﾝﾄ]

	
	　③
	(4) 比較実験の結果，分かったことについて話し合う。

(5) 家族が喜ぶゆで野菜サラダを作るための課題を作る。

○　調理実習の計画を立てる。
	○　野菜にあったゆで方があることに気付かせるために，観察・試食を行う。

※【発見活動】で得た知識を確かめながら，計画を立てさせる。
	決定した野菜や家族の好みを考えた調理実習の計画を立てることができる(創意工夫)〔学習プリント〕

	追求し　解決する
	納得活動　④（本時）
	２　自分の課題に基づいた「ゆで野菜サラダ」を作る。【納得活動】

(1) 材料を切りゆでる。

(2) ドレッシングを作り盛りつける。

○【発見活動】を生かした調理実習を行う。

○　相互評価を行い，めあてにそった調理実習が行われていることを観察する。

(3) 試食する。

(4) 自己評価する。

(5) 活動の振り返りをする。
	※　材料の切り方やゆで時間を確かめ，コンロの立ち位置，器具の扱い方など安全面についても再確認しておく。

※　実習ではペア学習を行う。自分の調理上の観点を明らかにしたペア学習カードを用意し，相互評価をしながら調理させる。

○【発見活動】をもとに，めあてにあった実習ができたかを評価する。
	進んで発言し，意欲的に調理実習に取り組んでいる。（意欲・関心）

(観察・実習カード）

野菜にあった切り方，ゆで時間を考えて調理している。（技能）（観察・実習カード）

	
	課　外
	※　ゆで野菜サラダを家庭で実践する。

○【納得活動】をふまえて家庭実践をする。
	○　家庭実践カードを準備し，自己評価や家族からのコメントをもらえるようにしておく。
	

	生かす
	　　　　　　　　⑤
	３　家庭実践を発表交流し合い食事のとり方を考える。
○　実践を交流し，調理の楽しさ，家族の喜びを感じる。

○　栄養面から健康な体を作るためにはバランスの良い食事がを摂ることが大切であることを知る。
	※　家族の反応をもとに，家庭実践できることの良さを感じさせる。
○　実践カードをもとに，ゆで野菜をいかした「オリジナルレシピ集」を作り，実践を広げる。

○　栄養素の働きによる６つの食品群を提示し，その群にも食材がバランス良く入っていることを意識できるようにする。
	自分で調理したり，食事の仕方を工夫した計画を実践したりしようとしている。（創意工夫）（学習カード）


４　本時　ヘルシー！おいしー！ゆで野菜サラダとオリジナルドレッシング作りにチャレンジ！（４／５）
　　　　　平成２１年６月１８日（木）第５校時　家庭科室にて

（1） 本時目標
　○調理実習をし，友達との交流をすることで，家庭でも実践しようという意欲を持つことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（意欲・関心）

　○自分の課題にそったゆで野菜サラダを　切り方，ゆで時間の実験実習を生かして調理することがで
きる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技能）
（2） 本時指導の考え方

　前時までに子どもたちは，野菜をゆでることにより，不足しがちな野菜をたくさんとることができることや風味がさらに良くなること，味に甘みが出ること，その他包丁の使い方，安全なガス器具の使い方などを学んできた。調理法としては簡単な「ゆでる」という方法が野菜をたくさんの量を，風味良く摂ることができることに，実験実習を通して新鮮な驚きを感じていた子どもたちであった。また，「ゆで野菜」についての家庭での聞き取り調査をもとに，いろんな野菜で応用できる手軽さ，家族の嗜好を考慮して作られていたことなどを知り「自分もできるようになりたい」という意欲を高めてきている。そのことをふまえて「ヘルシー！おいしー！」をキーワードに「切り方やゆで時間をどのように工夫すれば，家族が喜ぶヘルシーでおいしいゆで野菜サラダになるのか」を考えた計画に基づいた実習を行わせたい。さらに，発見活動で学んだ科学的な見地に立った「家族が喜ぶゆで野菜サラダ」という課題をドレッシング作りと合わせて，楽しみながら実習させていきたい。本時は，その調理実習を行い，活動したことについて振り返る場面である。
　そこで本時の指導にあたっては次の点を工夫する。

○　ペア学習を行い互いの学習を観察，評価する。

　まずペアを組んだ一人が実習し，もう一人が観察者となる。調理上の留意点をあらかじめ確かめ合っておくことで相互評価の観点が明確になるようにする。また，子どもたちがよく目にする料理番組をイメージさせ，説明を加えながら活動させることで，実習者は切り方やゆで時間を意識し，また観察者も意図的に活動できていることを確かめながら評価できると考える。

○　活動時の立つ位置を明らかにする。
　切る位置，ゆでる位置，観察者の立ち位置などビニールテープで印をつけておく。実習者が他者と触れあわないこと，コンロでの調理は正面から行うことなど，安全面の基本を立ち位置を明示することで意識付けし，事故のないスムーズな実習ができると考える。
○　座席表に一人一人のめあてを書き込み，評価に生かす。

　今回の実習は，野菜の種類や個人のめあてが異なるため，一人一人のめあてを具体的に書き込んだ座席表を作成する。何に気をつけながら課題を解決しようとしているのか，どこにつまずいているのかを一覧にしておくことで，実習者，観察者の両者に対して適切な支援が行えると考える。
○　一人実習に合わせた調理用具を準備する。

　調理実習は一人実習が基本である。しかし，家庭科室に備えてある調理用具は，班を基本としたサイズのものが多い。本時の実習では，ゆで野菜を上げる小さいサイズのざるや，１ｇが計りとれる計量スプーン，ドレッシング作り用の小さいサイズのビン（各家庭から集める）等を準備し，一人分の調理が行いやすいように用具を整えることで，滞りなく作業が進められると考える。
　以上のことをふまえて，科学的な見地に立ったゆで野菜サラダの基礎基本を学び取らせる。この実習によって，家庭でのゆでる調理の実践，応用へと発展させていく意欲を高めることができると考える。

（3） 準備
　　教師・・・調理用具（なべ，すくいあみ，菜箸，ざる，包丁，まな板，皿）座席表，観察ボード，レシピカード，エプロン，三角巾，サラダ油，す，塩，しょうゆ
　　児童・・・エプロン，三角巾，台ふき，食器用ふきん，はし，野菜三種，ドレッシング用ビン，ドレッシングに必要な調味料，調理のポイントカード，評価カード，筆記用具

（4） 板書計画

	

みんなのめあて　

＜タイムスケジュール＞　　　　　　＜ペア学習のポイント＞






	＜実習で見つけた自分や友達の工夫やアドバイス＞
・
・
・
・
＜次の時間は＞



５　展開
	段階
	配時
	学習活動と内容
	○教師の支援　※留意点
	評価規準

	つかむ・見通す
	５
	１　本時のめあてと自分のめあてを確かめる。
(1) 作業の手順について確かめる。
○ペア学習を行い，調理の留意点を確かめ合いながら学習を進めること。
	※本時のめあてと調理における自分のめあての両方を確認させる。
○安全に作業できるように，ビニールテープを立つ位置とすることを再確認しておく。

※初めてのペア学習なので安全に進められるように進め方を確認する。
	

	追求し解決する
	15

５
	２　ゆで野菜サラダとドレッシング作りをする。
(1) ペアで各自のゆで野菜サラダを作る。

実習者(説明をしながら作業する)

○大きさをそろえて野菜を切る。

○ゆで時間を計りながら野菜をゆでる。

○正確に調味料を計った調味料を合わせ，ドレッシングを作る。

観察者(留意点をチェックしながら)

○めあてを意識しながら調理できているか。

○たずねたりアドバイスしたりしながら観る。

(2) 試食する。


	※それぞれが課題にあった作業ができるようにめあてを書き込んだ座席表をもとに支援する。
○説明ができていない実習者には，どんなところに気をつけているのかたずねたり，実習者にたずねさせたりする。

○観察者には，調理上の留意点に気付かせるための助言をする。

○留意点が生かされているか確かめながら試食させる。
	　めあてを意識しながら実習ができている。（技能）（観察・ペア学習カード）

友達の留意点に目を向けながら観察したり助言したりできている。（知識）（観察・ペア学習カード）

	生かす
	15
５
	５　評価カードに活動の振り返りを書き，発表する。
○課題解決のために気をつけたことがどうであったか。
○友達の作業の中で学べた点，生かしたい点。
６　次時の学習内容を知る。

７ 後始末をする。
	○一つ一つの手順で決めておいた留意点についてどうだったかを振り返らせる。
※週末に家庭実践をすることを確かめる。

○レシピカードを見せて家庭での実習をもとにみんなでレシピ集を作ることを確認する。
	　実習が課題解決に向けての自信になったかや友達の活動で参考になったことを進んで発表している。（意欲・関心）（発表）


＜こんな子どもたちを＞





＜こんな題材で＞





＜こんな指導で＞





＜題材の目標＞





ヘルシー！おいしー！ゆで野菜サラダとドレッシング作りにチャレンジしよう！





家族が喜ぶ，ゆで野菜サラダとオリジナルドレッシング作りにチャレンジしよう！





めあて　家族が喜ぶヘルシーでおいしいゆで野菜サラダとドレッシングを作ろう！





切りそろえるて切る





ゆで時間





正しく計る





盛りつけ





めあて・ポイントの確認２：１０（５分）














試食（２：３０５分）





� eq \o\ac(○,実)�　調理　� eq \o\ac(○,観)�　記録・観察(７分交代)２：１５～３０





カード記入２：３５・交流２：４０（１０分）２：





後片付け（５分）２：５０～５５





実習者→めあてを意識しながら，作業する。料理番組の先生になったつもり説明しながら。





観察者→立つ位置を考えて観察する。相手のめあてに合った調理ができているかな。いいところをたくさん見つけよう。





　家庭で実せんしてみよう！ゆで野菜とオリジナルドレッシング！そして，わたしたちのオリジナルレシピを作ろう！





家族が喜ぶ，ヘルシーでおいしいゆで野菜サラダとオリジナルドレッシングを作ろう！





手早く








